
iMDの位置付けと可能性
TSUKUBA indexへのコメント

筑波大学図書館情報メディア系 教授

人工知能科学センター

附属図書館研究開発室

逸村 裕

ビブリオメトリクスの視点から

Index for Measuring Diversity



研究評価

大学・研究機関 教員/研究者 研究成果

Impact Factor

引用情報

採用
昇進
テニュア

資金獲得

業績評価

機関評価

教育
授業評価

社会貢献

オルトメトリクス

ｈ‐index

FWCI

ビブリオメトリクス

科学計量学 Scientometrics
書誌・図書・文献・特許・引用などを量的に扱う

客観的な指標
学術雑誌論文の引用 Impact Factor
学術論文の生産性 h‐index

1916年ごろから研究論文がある
Bibliometricsという語は1969年から

図書館の世界では文献の利用を定量的に
とらえる試みがなされていた
Bradford Zipf Lotka
1990年頃、研究評価に用いられるようになった
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Big Science
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Derek de Solla Price
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Eugene Garfield

Science Citation Index 引用

Henry Small

Francis Narin



学術論文・雑誌の増加・EJ化・価格高騰

Chemical Abstractsに抄録が載るまでに１年

Eugene Garfield



Current Contents 創刊（1957）



Current Contentsに
収録する雑誌を
どうやって選ぶか？

Impact Factor (IF) とは？

学術雑誌の評価指標

「ある雑誌に掲載・発表された論文が平均的には何回

引用されたかを示す尺度。対象年の前2年間の引用

統計を平均化・計算されています」

Journal Citation Report(JCR)で毎年発表

「Journal Impact Factor(JIF)」とも



論文インパクトファクター（Science, 1955）

IFの算出方法

X年から過去２年分の論文がX年に引用された回数

X年から過去２年分の論文数



IFの算出方法

Journal

Articles

Publish! Cite!

2 years 1 year

IFの算出方法

X年から過去２年分の論文がX年に引用された回数

X年から過去２年分の論文数

2年間の論文数 3

1年間の引用回数 6

＝ 2.0

これが何を意味するか



計量書誌学の発展

IFと研究評価

IFは引用からの雑誌の指標である、研究（者）

評価には使えない、と何度も指摘されているが



雑誌の定量的な評価についてはこれまで多くの指標
が検討されてきた

最も広く普及しているのがIF。5 year IF、
Fieldnormalized IFなどバリエーションもある

アイゲンファクタ(EigenFactor)も被引用数に基づく指標

佐藤翔. 学術情報をめぐる新たな評価指標--Impact Factor, h-
index, Eigenfactor, Article Influence, Usage Factor. 薬学図書
館, vol.54, no.2, p.121-132, 2009.

被引用文献と引用文献の出版年の差、すなわち引用
年齢による補正を施したDiscounted IF (Zimmermann, 
2012)

引用の最新性・即時性に焦点を当て，引用年齢に基
づいて雑誌を評価する指標：即時性指数、被引用半
減期、引用半減期など数多く提案

それらを総合的に考慮するRM-indexによる雑誌ラン
キングの試み(Raj & Zainab,2012)



既往研究の多くは、被引用数や引用年齢など、引用と
いう側面からの評価が中心

そのような指標の妥当性は、引用という行為に評価的
観点( Moravcsik & Murugesan、 1975)（特にポジティブ
な評価）を認めるのが前提

しかしそれは分野によって、特に人文系では、様相が
大きく異なる

そもそも、人文系ではIFが入手・利用できない雑誌が
多く、それに代わる指標が検討されている

Marchi & Lorenzetti (2016)は、人文系のようにIFが使

えないとき、雑誌の重要度をいかに定量的に計測す
べきかについて、雑誌への質問紙調査に基づき議論
している

雑誌の評価には引用に基づくものだけでなく多様な指
標が必要であり、それらを併せて用いることで多面的
な評価を実施するのが望ましいと考えられる

重要と考えられる側面の1つが、論文の著者所属の多
様性である

これは、Web of Scienceなどにおける雑誌の採録基準
でも触れられている(Testa, 2004)



必ずしも国際共著が高い被引用数につながるとは限
らないという指摘もある（Peclin et al., 2012)

著者所属の多様性は、雑誌の国際性・国際的可視性
に関わる

Andrei et al. (2016)は、Theil (1967)の集中度指標を利

用して、著者の所属国の分布をもとに雑誌の国際的
可視性を評価

Dyachenko (2014)は、著者の所属、言語の分布をもと
に、雑誌の国際化の度合を分析し、分野間比較

しかしながら、著者所属の多様に関する定量的な分析
手法は検討が未だ不十分であり、雑誌の評価指標と
して確立していないのが現状である

IFとiMD順位比較
Journal Impact

Factor
Journal iMD対数

（２）

Nature Biotechnology 43.113  Nature Communications 11.65

Nature Materials 38.891  PNAS 11.47

Nature 38.138  Nature 11.07

Nature 
Nanotechnology

35.267  Applied Physics Letters 10.97

Science 34.661  Physical Review D 10.91

Nature Genetics 31.616  Journal of Biological Chemistry 10.90

Nature Photonics 31.167  Chemical Communications 10.88

Nature Medicine 30.357  Physical Review Letters 10.87

Cell 28.710  Physical Review B 10.86

Nature Chemistry 27.893  ASTROPHYSICAL JOURNAL 10.85

Nature Methods 25.328 
Monthly Notices of the Royal 
Astronomical Society

10.72

Immunity 24.082  Science 10.58

Cancer Cell 23.214  Analytical Chemistry 10.57

Cell Stem Cell 22.387 
Angewandte Chemie International 
Edi i

10.52
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